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学内公開講座

NE
WS

大学報告

前
期
、進
路
･

就
職
支
援
の

取
り
組
み
と

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

　

2
0
1
4
年
度
前
期
、4

月
3
日（
木
）の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
説
明
会
に
始
ま
り
８

月
1
日（
金
）P
C
講
座
ま
で
、

主
に
毎
週
火
曜
日
と
水
曜
日

を
中
心
に
計　

回
の
説
明
会

や
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

6
月
3
日（
火
）と
4
日（
水
）

の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
株

式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ

ア
と
日
経
就
職
ナ
ビ
運
営
の

株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
の
協
力

に
よ
り
一
般
財
団
法
人
日
本

経
済
団
体
連
合
会
の
採
用
選

考
に
関
す
る
指
針
な
ど
に
つ

い
て
2
0
1
6
年
度
入
社
を

目
指
す
 
名
の
学
生
に
説
明

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、7
月
3
日（
木
）に

は
京
都
府
中
小
企
業
団
体
中

央
会
主
催
の
伝
統
工
芸
業
界

研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
学
内
に
て

開
催
し
、浅
田
製
瓦
工
場
代

表
と
株
式
会
社
宇
佐
美
修
徳

堂
代
表
取
締
役
よ
り「
職
人

の
壁
を
動
作
解
析
で
乗
り
越

え
る
」と「
絵
画
修
復
技
術
と

素
材
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に

本
学
の
学
生
と
教
職
員
２３
名
、

京
都
造
形
芸
術
大
学
と
京
都

美
術
工
芸
大
学
の
学
生
と
教

職
員
4
名
、計　

名
を
対
象

に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
への
求
人
が
3,
1
4
4

件（
7
月
1
日
現
在
、前
年
同

日
2,
7
0
8
件
）と
就
職
環

境
改
善
傾
向
の
中
、入
学
年

次
に
全
学
生
が
履
修
の
教
養

ゼ
ミ
で
記
入
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ル
テ
に
基
づ
き
、7
月
に
は

芸
術
学
部
3
回
生
と
短
期
大

学
部
２
回
生
の
各
学
科
・
分

野
等
の
研
究
室
に
て
進
路
面

談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

は
、今
年
度
か
ら
単
位
認
定
を

可
能
と
し
た
公
益
財
団
法
人

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
め
て
計
5
企

業
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、6
名

の
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。夏
期
休
暇

中
、学
内
で
は
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ

プ・ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
取
得
講
座

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
後
期
に
は
、9
月

30
日（
火
）の
芸
術
学
部
3
回

生
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
始
ま
り

10
月
１
日（
水
）の
短
期
大
学
部

1
回
生
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
、10

月
７
日（
火
）の
先
輩
を
囲
む

就
職
活
動
説
明
会
な
ど
順
次

開
催
し
ま
す
。

（
教
務
・
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
担
当
）

98

27

33

 

教
育
後
援
会

総
会
報
告

　

2
0
1
4
年
度
総
会
が
7

月
6
日（
日
）に
本
部
キ
ャ
ン
パ

ス
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。2
0
1
3
年
度
事
業

報
告
・
決
算
と
2
0
1
4
年
度

事
業
計
画
・
予
算
が
承
認
さ

れ
、新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。引
き
続
き
、江
村
学
生

支
援
委
員
長
か
ら
学
生
の
進

路
支
援
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
、閉
会
後
、学
科
分
野
別

に
担
当
教
員
と
の
懇
談
会
、

成
績
関
係
や
学
生
生
活
、進

路
関
係
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、希
望
者
の
皆
様
を
対
象

に
、キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
、大
覚

寺
見
学
会
を
実
施
し
、実
習

室
な
ど
教
育
施
設
の
見
学
や
、

大
覚
寺
の
境
内
を
散
策
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
管
理
運
営
グ
ル
ー
プ
）

　

J
o
h
n 

H
a
t
h
w
a
y

客
員
教
授

公
開
講
座
報
告

　

今
年
度
か
ら
客
員
教
授
に

就
任
さ
れ
た
J
o
h
n
H
a 

t
h
w
a
y
先
生
の
公
開
講
座

「
科
学
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
は

ざ
ま
で
」が
、７
月
９
日（
水
）に

行
わ
れ
ま
し
た
。先
生
は
東
京
大

学
大
学
院
で
量
子
極
限
物
理

学
を
学
ん
だ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
で
あ
り
、絵
、デ
ザ
イ
ン
、小
説
、

装
置
開
発
、ロ
ボ
ッ
ト
開
発
、ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、動
画
、３
D 

立
体
画
な
ど
、科
学
的
探
究
に
基

づ
い
た
理
論
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

ア
ー
ト
表
現
を
融
合
さ
せ
た
制

作
活
動
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。講

演
で
は
自
身
の
生
い
立
ち
か
ら
、

い
か
に
し
て
物
理
に
興
味
を
持

っ
た
か
、ま
た
量
子
力
学
を
応
用

し
た
作
品
を
描
く
ま
で
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

作
品
の
テ
ー
マ
は「
科
学
と
魔

法
」。P
h
o
t
o 

s
h
o
p
の

レ
イ
ヤ
ー
を
4
0
0
0
枚
使
う

塗
り
重
ね
な
ど
、独
自
の
制
作
技

法
に
つ
い
て
も
分
り
や
す
く
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。最
近
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
彫
刻
と
ロ
ボ
ッ

ト
の
中
間
物
Δ-

F
i
g
u
r
e

の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

科
学
者
か
ら
絵
描
き
に
な
っ

た
異
色
の
方
で
す
が
、そ
の
創
作

哲
学
は
一
貫
し
て
お
り
、参
加
し

た
学
生
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

J
o
h
n  

H
a
t
h
w
a
y
先
生

は
7
月　

日（
土
）の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
も
特
別
講
義
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

（
短
期
大
学
部
・
安
斎
レ
オ
客
員

教
授
）

26

佐
藤
一
郎

客
員
教
授

講
演
会
報
告

　

今
年
度
か
ら
芸
術
学
部
の

客
員
教
授
に
就
任
さ
れ
た
、佐

藤
一
郎
先
生
の
公
開
授
業「
油

画
材
料
技
法
・
保
存
修
復
研
究

ゼ
ミ
vo
l.
1

－

絵
画
の
材
料

技
法
と
表
現

－」が
、7
月
29
日

（
火
）の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。黒

田
清
輝
を
は
じ
め
と
す
る
先
達

の
画
論
を
引
き
な
が
ら
、絵
画

と
は
何
か
と
い
う
基
本
に
触
れ
、

絵
の
具
と
は
何
か
、下
地
の
役
割

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
な
ど
に

つ
い
て
、約
2
時
間
半
に
及
ぶ
熱

気
あ
ふ
れ
る
講
義
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、参
加
し
た

高
校
生
に
も
わ
か
り
や
す
い
基

礎
的
な
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、絵

画
芸
術
の
深
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
出
来
た
素
晴
ら
し
い
授
業
で

し
た
。

（
芸
術
学
部
・
宇
野
和
幸
教
授
）
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告知

2
0
1
5
年
度

入
学
関
係
情
報
告
知

　

2
0
1
5
年
度
入
試
よ
り
、

新
た
な
入
試
種
別「
フ
ァ
ミ

リ
ー
入
試
」を
導
入
し
ま
し

た
。こ
ち
ら
は
、「
卒
業
生
の

子
女
」「
卒
業
生
の
兄
弟
・
姉

妹
」「
在
学
生
の
兄
弟
・
姉
妹
」

を
対
象
と
し
た
専
願
制
入
試

制
度
で
、本
入
試
で
合
格
し

入
学
さ
れ
る
際
に
は
入
学
金

全
額
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
た
な
奨
学
金
制

度
と
し
て「
推
薦
入
試
奨
学

金
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。本

制
度
は
、指
定
校
制
推
薦
入

試
も
し
く
は
公
募
制
推
薦
入

試
を
専
願
で
受
験
し
入
学
さ

れ
る
方
に
、芸
術
学
部
は
37
万

5
0
0
0
円
、短
期
大
学
部
は

30
万
円
を
給
付
す
る
制
度
で

す
。ま
た
、2
0
1
4
年
度
入
試

か
ら
導
入
し
ま
し
た「
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
入
試
」を
、今
年
度
も
実

施
い
た
し
ま
す
。本
入
試
で
特

待
生
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す

と
、入
学
金
を
除
く
ご
本
人

の
学
費
負
担
が
原
則
と
し
て

ご
卒
業
ま
で
年
間
50
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
入
学
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
ま
し
て
は
、10
月
5
日

（
日
）に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、

さ
ら
に
体
験
入
学
イ
ベ
ン
ト
も

秋
頃
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

引
き
続
き
、一
人
で
も
多
く
の

方
々
に
本
学
で
の
学
び
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

（
入
学
広
報
グ
ル
ー
プ
）

今
年
の

嵐
芸
祭
は

「
ま
ほ
う
」が

テ
ー
マ

　

嵐
芸
祭
と
は
、京
都
嵯
峨
芸

術
大
学
で
行
わ
れ
る
学
園
祭
の

こ
と
で
す
。こ
の
日
は
学
内
に

い
る
全
て
の
人
が
嫌
な
こ
と
も

悩
み
も
全
部
忘
れ
て
、１
年
間

で
一
番
活
気
に
溢
れ
笑
い
盛
り

上
が
る
２
日
間
で
す
。今
年
は
、

学
生
が
作
品
制
作
を
し
、新
た

な
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
ひ

と
つ
の
魔
法
の
よ
う
で
、嵐
芸

祭
を
き
っ
か
け
に
さ
ら
な
る
制

作
意
欲
を
高
め
て
ほ
し
い
思
い

と
、実
行
委
員
会
も
在
学
生
も

卒
業
生
、教
職
員
の
方
や
来
場

者
の
方
も
全
員
で
１
つ
の
嵐
芸

祭
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
か
か
げ
、「
ま
ほ
う
」と

い
う
テ
ー
マ
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

嵐
芸
祭
当
日
は
学
内
全
体
が

ま
る
で
魔
法
に
か
か
っ
た
よ
う

に
変
身
し
ま
す
。当
日
は
模
擬

店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
も

ち
ろ
ん
、美
大
な
ら
で
は
の
展

覧
会
や
、学
内
の
真
ん
中
に
あ

る
中
庭
を
ス
テ
ー
ジ
に
し
て

様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。そ
ん
な
今
年
の
嵐

芸
祭
の
開
催
日
は
2
0
1
4

年
11
月
1
日（
土
）、２
日（
日
）で

す
。自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る
よ

う
な
魔
法
を
準
備
し
て
待
っ

て
い
ま
す
の
で
是
非
お
越
し

下
さ
い
！

（
嵐
芸
祭
実
行
委
員
会
委
員
長 

白
川
ナ
ナ
ミ
）

教
学
振
興

資
金
寄
付
の

お
願
い

　

本
学
園
で
は
教
育
研
究
に

関
わ
る
活
動
に
対
す
る
支
援

を
目
的
と
し
て
、毎
年
、教
学

振
興
資
金
の
ご
寄
付
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
寄
付

金
は
教
育
研
究
活
動
の
充
実
、

施
設
設
備
等
教
育
環
境
の
充

実
、奨
学
制
度
の
充
実
な
ど
、

学
生
の
学
び
の
環
境
の
充
実

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

金
額
は
1
口
1
万
円（
1
口
未

満
の
ご
奉
仕
も
あ
り
が
た
く
お

受
け
い
た
し
ま
す
）で
、2
0
1
4

年
7
月
か
ら
2
0
1
5
年
3
月

末
ま
で
、在
学
生
保
護
者
、卒

業
生
、教
職
員
、企
業
･
法
人
、

一
般
有
志
の
方
々
等
へ
広
く

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
で
本
学
園
へ
の
ご
支

援
を
お
考
え
く
だ
さ
る
方
は
、

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ご
寄
付
の

お
願
い
」の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
下
記
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク

セ
ス
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。）ま

た
、企
業
・
法
人
の
方
は
、全
額

損
金
算
入
が
可
能
な「
受
配

者
指
定
寄
附
金
」の
お
取
り
扱

い
が
可
能
で
す
の
で
、管
理
運

営
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
い
た
だ
い
た
後
、専

用
の
払
込
取
扱
票（
手
数
料
は

無
料
）を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 　

な
お
、ご
親
族
・
お
知
り
合

い
の
方
等
に
ご
支
援
く
だ
さ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢

で
申
し
上
げ
に
く
い
お
願
い

で
は
あ
り
ま
す
が
、本
学
園

の
教
学
振
興
に
ご
理
解
を
い

た
だ
く
皆
様
に
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本学「ご寄付のお願い」ウェブサイトURL
http://www.kyoto-saga.ac.jp/donation

問い合わせ先：

申し込みフォームはこちら↓

京都嵯峨芸術大学　管理運営グループ（寄付金窓口）
Tel. 075-864-7858 ／ Fax. 075-881-7133
e-mail. soumu@kyoto-saga.ac.jp

2
0
1
4
年
度

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
・

体
験
入
学
報
告

　

2
0
1
4
年
度
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
4
月
27
日（
日
）、

6
月
15
日（
日
）、7
月
26
日（
土
）、

7
月
27
日（
日
）に
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
領
域
開
設
に
係
る
企
画

を
は
じ
め
、多
く
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。現
在
、10

月
5
日（
日
）に
予
定
し
て
い
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
で

の
総
来
場
者
数
は
1,
2
2
8

名（
受
験
生
7
3
4
名
、保
護
者

3
7
3
名
）に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
、事
前
予

約
の
う
え
1
日
か
け
て
希
望
分

野
・
領
域
の
授
業
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
体
験
入
学
イ
ベ
ン
ト

を
6
月
22
日（
日
）と
7
月
13
日

（
日
）に
実
施
し
ま
し
た
。参
加

者
数
は
合
わ
せ
て
1
4
1
名
に

の
ぼ
り
、多
く
の
方
々
に
本
学

で
の
学
び
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
、引
き
続
き
広
報

活
動
や
内
容
の
充
実
に
励
み
、

来
場
者
の
増
加
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
入
学
広
報
グ
ル
ー
プ
）
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各種連携

生
涯
学
習
講
座

「
妖
怪
の
お
面
を

作
っ
て
嵐
電
に

乗
ろ
う
」

レ
ポ
ー
ト

　

毎
年
開
催
し
て
い
る「
小
学

生
夏
休
み
講
座
」以
外
に
、昨

年
に
引
き
続
き「
妖
怪
の
お
面

を
作
っ
て
嵐
電
に
乗
ろ
う
」

（
小
学
生
対
象
、保
護
者
参
加

も
可
）と
い
う
講
座
を
、8
月

23
日（
土
）に
嵐
電
と
連
携
し

開
催
し
ま
し
た
。嵐
電
の
イ
ベ

ン
ト
妖
怪
電
車
の
運
行
に
合

わ
せ
、本
学
卒
業
生
で
非
常
勤

講
師
の
妖
怪
創
作
家
・
妖
怪
文

化
研
究
家 

河
野
隼
也
さ
ん
指

導
の
も
と
、お
面
を
素
材
に
子

供
達
が
ユ
ニ
ー
ク
な
妖
怪
を

作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、妖
怪
に
変
身

し
た
子
供
達
は
車
折
神
社
駅

よ
り
嵐
電
に
乗
車
し
、嵐
山
駅

で
の「
妖
怪
総
選
挙
」に
エ
ン

ト
リ
ー
を
し
た
あ
と
、妖
怪
電

車
に
乗
車
し
ま
し
た
。車
内
で

は
学
生
サ
ー
ク
ル「
百
妖
箱
」

が
扮
装
し
た
妖
怪
が
登
場
、車

内
は
歓
声
と
悲
鳴
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、負
け
じ
と
チ

ビ
ッ
コ
妖
怪
達
も
妖
怪
電
車

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
社
会
連
携
・
研
究
支
援
グ

ル
ー
プ
）

「
新
・
寺
子
屋

計
画
２
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
垣
見
祭
」

　

8
月
17
日
に「
新・寺
子
屋
計

画
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
で

あ
る「
垣
見
祭
」を
開
催
し
ま

し
た
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本

学
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
地

域
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
、お

寺
を「
集
」の
場
と
し
て
復
活

さ
せ
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。３
年
計
画
で
滋
賀
県

東
近
江
市
大
日
山
金
剛
寺
本

堂
の
天
井
画
制
作
を
柱
に「
地

域
」「
教
育
」「
文
化
」を
テ
ー
マ

に
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、お
寺

を「
地
域
交
流
の
場
」と
し
て

の
再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 　

２
年
目
に
な
る
今
年
は「
教

育
」を
テ
ー
マ
に
滋
賀
県
湖
東

の
高
校
生
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、本
学
学
生
と
共
同
で
天

井
画
公
開
制
作
を
行
い
ま
し

た
。参
加
高
校
は
７
校
で
総
数

２０
名
の
高
校
生
の
参
加
が
あ

り
、日
本
画
の
絵
具
に
初
め
て

触
る
高
校
生
に
対
し
、本
学
学

生
が
丁
寧
に
指
導
を
し
な
が
ら

和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま

し
た
。高
校
生
だ
け
で
は
な
く

本
学
学
生
に
と
っ
て
も
有
意
義

な
機
会
で
し
た
。

　

ま
た
、本
学
サ
ー
ク
ル「
竹

造
」「
あ
ら
し
山
び
こ
」「
筝
曲
の

会
」や
地
域
住
民
な
ど
の
協

力
を
得
て
、多
く
の
催
し
が
行

わ
れ「
垣
見
祭
」と
い
う
名
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

（
芸
術
学
部
・
仲
政
明
教
授
）

愛
宕
古
道
街
道
灯
し

レ
ポ
ー
ト

　

8
月
23
日（
土
）か
ら
25
日

（
月
）に
か
け
て
19
回
目
と
な

る「
愛
宕
古
道
街
道
灯
し
」が

開
催
さ
れ
、学
生
サ
ー
ク
ル

「
竹
造

－

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｚ
Ｏ

－

」

が
中
心
と
な
り
制
作
し
た
巨

大
行
灯
を
含
む
8
0
0
基
が

清
涼
寺（
嵯
峨
釈
迦
堂
）か
ら

愛
宕
神
社
一
の
鳥
居
ま
で
の

街
道
沿
い
に
並
び
ま
し
た
。

あ
だ
し
の
念
仏
寺
で
の
千
灯

供
養
、ま
た
地
蔵
盆
に
あ
た

る
日
の
夕
べ
に
あ
わ
せ
、瀬

戸
内
寂
聴
氏
と
嵯
峨
野
保
勝

会
が
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
も
の
で
す
。

　

展
示
さ
れ
た
行
灯
は
、地

元
の
方
々
や
小
中
高
生
と
共

に
制
作
し
た
も
の
、右
京
区

に
あ
る
児
童
館
と
の
連
携
に

よ
り
子
供
達
と
制
作
し
た
も

の
、本
学
生
涯
学
習
講
座
の

受
講
生
が
制
作
し
た
も
の
が

並
び
ま
し
た
。

　

23
日
の
18
時
30
分
か
ら
は

一
の
鳥
居
前
で
点
灯
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、い
く
つ

か
の
学
生
グ
ル
ー
プ
が
企
画
し

た
手
作
り
市「
く
る
く
る
ナ
イ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」も
開
催
さ
れ
、

祭
り
全
体
が
活
気
づ
い
た
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

（
社
会
連
携
・
研
究
支
援
グ

ル
ー
プ
）

サ
ガ
・
ク
リ
エ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ（
S
C
C
）

の
活
動
報
告

　

サ
ガ
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ（
S
C
C
）は
、卒
業

生
の
作
家
活
動
・
社
会
的
活

動
の
支
援
、文
化
事
業
に
お

け
る
事
業
連
携
、卒
業
生
相

互
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
等
を
目
的
に
、2
0
1
3

年
11
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

発
足
か
ら
半
年
余
り
が
過

ぎ
、現
在
S
C
C
で
は
、会
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
個
展
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
本
学

W
e
b
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、メ
ー
ル
で
定
期

的
に
全
会
員
に
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
4
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
、

既
に
2
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

第
1
回
目
は
森
本
学
長
に
よ

る
講
演
会「
芸
術
の
力
を
究

め
る
」（
4
/
29
）、第
2
回
目

は
、現
代
美
術
家
の
岡
本
光

博
氏
を
迎
え「
こ
と
ば
の
美

術
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

行
い
ま
し
た（
7
/
5
）。い

ず
れ
も
S
C
C
会
員
の
他
に

在
学
生
や
一
般
の
方
に
も
多

数
参
加
い
た
だ
き
、充
実
し

た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
3
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、11
月
16
日（
日
）に
開
催

し
ま
す
。本
学
の
生
活
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
で
長
年
学
生
の

指
導
に
当
た
ら
れ
、退
職
後

も
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら

れ
る
奈
良
平
宣
子
先
生
を
お

招
き
し
、ご
自
身
の
創
作
活

動
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。在
学
生

も
未
入
会
の
卒
業
生
も
歓
迎

い
た
し
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

S
C
C
の
現
在
の
会
員
数

は
1
8
0
名
余（
2
0
1
4
年

7
月
30
日
現
在
）と
ま
だ
ま
だ

少
な
い
で
す
が
、大
学
か
ら

卒
業
生
へ
の
情
報
発
信
の
場

と
し
て
、ま
た
卒
業
生
相
互

の
交
流
の
場
と
し
て
今
後
も

様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。

（
学
長
室
）

TOP
ICS

教員・在学生・卒業生の活躍



KYOTO SAGA UNIVERSITY OF ARTS PUBLIC R ELATIONS SEPTEMBER.2014 広報.50

「
嵐
山
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
報
告

　

嵐
電
を
ア
ー
ト
ジ
ャ
ッ
ク

す
る「
嵐
山
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
学
ま
ち
コ
ラ
ボ
選
定
事

業
認
定
）」の
第
一
弾（
7
月
18

日
〜
８
月
７
日
）を
紹
介
し

ま
す
。

　

嵐
山
駅
ホ
ー
ム
の
天
井
を

染
織
作
品
で
飾
り
、カ
フ
ェ

の
タ
リ
ー
ズ
店
内
に
版
画
作

品
の
展
示
を
行
い
、嵐
山
を

訪
問
し
た
多
く
の
方
に
本
学

学
生
の
作
品
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。染
織
作
品
は
、

季
節
に
合
っ
た
涼
し
げ
な
演

出
が
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

版
画
作
品
は
、週
替
わ
り
で
作

品
を
変
え
、写
真
含
め
て
36
点

の
展
示
を
行
い
、カ
フ
ェ
を
楽

し
み
な
が
ら
版
画
鑑
賞
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。駅
と
い

う
公
的
空
間
に
芸
術
作
品
を

展
示
す
る
難
題
で
し
た
が
、

設
置
場
所
、事
業
者
の
意
向

な
ど
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
第
二
弾（
9
月

13
日
〜
23
日
）で
は
、駅
構
内
の

染
織
、版
画
に
加
え
て
彫
刻
作

品
、留
め
置
き
電
車
に
日
本
画
、

油
画
、走
っ
て
い
る
電
車
の
広

告
が
全
て
コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト

作
品
と
い
う
多
様
な
展
示
を

検
討
し
て
い
ま
す
。芸
術
の
力

を
実
践
す
る
観
光
デ
ザ
イ
ン
系

２
回
生
の
活
躍
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

（
芸
術
学
部
・
坂
上
英
彦
教
授
）

「
附
属
芸
術

セ
ン
タ
ー
、

オ
ー
プ
ン
記
念展」

が
開
催

　

今
年
度
よ
り
本
学
に
開
設

さ
れ
た
附
属
芸
術
セ
ン
タ
ー

の
オ
ー
プ
ン
記
念
展
と
し
て
、

6
月
17
日（
火
）か
ら
7
月
6
日

（
日
）ま
で
の
期
間
、「
芸
術
の
力

―
篠
原
猛
史
展
」が
附
属
ギ
ャ

ラ
リ
ー・ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
嵯
峨

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
を
拠
点
に
国
内
外
で

作
品
発
表
を
さ
れ
て
い
る
篠

原
猛
史
客
員
教
授
に
よ
る
絵

画
、版
画
立
体
造
形
な
ど
、バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
80
余
点
の
作
品

が
一
堂
に
会
し
、学
内
外
よ
り

多
数
の
鑑
賞
者
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
6
月
24
日（
火
）に
は
学

内
ホ
ワ
イ
エ
に
て
巨
大
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
を
制
作
す
る
公
開
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、さ
ら
に
6
月
28

日（
土
）に
は
芸
術
セ
ン
タ
ー
長

の
芳
野
明
教
授
と
の
対
談
企

画「
芸
術
の
力
っ
て
な
ん
だ
？
」

が
行
わ
れ
、作
品
画
像
を
見
て

の
解
説
や
質
疑
応
答
な
ど
2

時
間
あ
ま
り
の
時
間
を
用
い

て
篠
原
客
員
教
授
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

（
社
会
連
携
・
研
究
支
援
グ

ル
ー
プ
）

　

博
物
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

企
画
報
告

　

附
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
5
月

12
日（
月
）〜
24
日（
土
）ま
で
長

く
非
常
勤
講
師
を
勤
め
ら
れ
、

現
在
は
生
涯
学
習
講
座
の
講

師
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
西

先
生
の「
大
西
治
雄 

中
山
道
を

描
く
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。７

月
２２
日（
火
）〜
２７
日（
日
）ま
で
は

J
o
h
n   

H
a
t
h
w
a
y

客
員
教
授
の
作
品
展
を
行
い
、

緻
密
で
迫
力
の
あ
る
作
品
に
多

く
の
方
が
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。8
月
2
日（
土
）〜
9
日（
土
）

ま
で
は
図
工
美
術
教
育
全
国
研

究
大
会
開
催
を
記
念
し
て「
子

ど
も
の
ま
な
ざ
し
展
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

附
属
博
物
館
で
は
6
月
15

日（
日
）〜
7
月
27
日（
日
）ま
で

「
漫
画
家 

上
村
一
夫
の
世
界

〜
昭
和
の
絵
師
と
呼
ば
れ
た

男
〜
」を
開
催
。45
歳
で
夭
逝

し
た
氏
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
時
代

か
ら
漫
画
家
と
し
て
活
躍
し

た
時
期
ま
で
の
約
4
0
0
点

の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。在

学
生
は
も
ち
ろ
ん
全
国
か
ら
多

数
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
終

日
に
は
上
村
汀
さ
ん（
上
村
一

夫
オ
フ
ィ
ス
）、堤
抄
子
短
大
部

准
教
授
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
も
開
催
。ま
た
会
期
中

に
は
上
村
一
夫
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
展『
昭
和
の
絵
師

と
平
成
の
絵
師
た
ち
』と
し
、

コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
分
野
の
学
生

作
品
を
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
嵐
に

て
展
示
し
ま
し
た
。

（
社
会
連
携
・
研
究
支
援
グ

ル
ー
プ
）

大
島
成
己
教
授

の
写
真
集
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

芸
術
学
部
、版
画
・
写
真
領

域
教
授
、大
島
成
己
の
最
新
シ

リ
ー
ズ
を
集
め
た
写
真
集

『
N
a
r
u
k
i  

O
s
h
i
m
a 

h
a
p
t
i
c 

g
r
e
e
n
』

（
テ
キ
ス
ト

：

清
水
穣
、英
語

版
の
み
）が
ド
イ
ツ
の
出
版
社

ケ
ー
ラ
ー（ 

K
e
h
r
e
r   

V
e
r
l
a
g
）か
ら
出
版
さ

れ
ま
し
た
。そ
れ
を
記
念
し
て
、

日
本
で
は
東
京
、京
都
、大
阪

で
出
版
記
念
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
、美
術
批
評
家
の
清
水

穣
氏
、写
真
評
論
家
の
タ
カ

ザ
ワ
ケ
ン
ジ
氏
、ブ
ッ
ク
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
幅
允
孝
氏
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
エ
デ
ィ
タ
ー
の
西
谷
真

理
子
氏
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ

と
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
1
ヶ

月
間
に
亘
り
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
3
月
に
台
北
の

新
苑
画
廊
で
個
展
と
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
皮
切
り
に
、

9
月
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

開
催
さ
れ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ア

「
U
n
s
e
e
n
」、　

月
で
パ
リ
で

の
フ
ェ
ア
「
P
a
r
i
s   

P
h
o
t
o
」に
て
ケ
ー
ラ
ー
社

ブ
ー
ス
に
て
ブ
ッ
ク
サ
イ
ン
会

を
、そ
し
て
パ
リ
の
マ
レ
地
区

に
あ
る
N
e
x
t
l
e
v
e
l 

g
a
l
e
r
i
e
に
て
記
念
展

覧
会
、及
び
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

（
入
学
広
報
グ
ル
ー
プ
）

卒
業
生
金
澤

麻
由
子
さ
ん

展
覧
会
報
告

　

金
澤
麻
由
子
さ
ん
は

2
0
0
8
年
に
本
学
大
学
院

を
修
了
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、

１
月
の
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
美

術
館（
名
古
屋
）で
の
個
展
を

成
功
さ
せ
、夏
休
み
に
は
東
京

都
現
代
美
術
館（
東
京
）と
あ

さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館（
兵

庫
）で
大
掛
か
り
な
作
品
を
発

表
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
彼

女
が
在
学
中
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
、

「
動
く
絵
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
に
制
作
さ
れ
て
お
り
、

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
技
法
を
生

か
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な

作
品
で
す
。作
品
の
前
の
観
客

を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー

で
と
ら
え
彼
女
の
絵
画
の
中
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
り
込
み
ま

す
。子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
、そ

し
て
若
い
カ
ッ
プ
ル
ま
で
、彼
女

の
作
品
の
虜
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
は
彼
女
の
描
く
動
物

達
が
、か
わ
い
さ
の
な
か
に
命

の
優
し
さ
を
た
た
え
て
い
る
こ

と
を
、全
身
を
通
し
て
味
わ
っ

て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

８
月
に
は
学
生
時
代
か
ら

準
備
し
て
い
た
絵
本「
ぼ
く
ぱ

ぐ
」も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。９

月
に
は
ベ
ル
リ
ン
で
の
個
展

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後

の
彼
女
の
活
動
に
ご
注
目
下

さ
い
。

（
芸
術
学
部
・
松
本
泰
章
教
授
）

photo by Keizo Kioku

附属機関
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KYOTO SAGA UNIVERSITY OF ARTS PUBLIC R ELATIONS SEPTEMBER.2014

本学関係者による展覧会情報

■大沼 憲昭／芸術学部造形学科 日本画
 『観○光』 ART EXPO2014
 会期：11月26日（水）～30日（日）
 会場：京都　御寺泉涌寺（京都市東山区）

 『一萌会』 展
 会期：12月13日（土）～19日（金）
 時間：10：30～18：00
 会場：一心堂画廊（京都市中京区烏丸六角下ル）

 『星流の会』 展
 会期：1月2日（金）～6日（火）
 時間：10：00～20：00（最終日は16：00まで）
 会場：京都髙島屋 ６階美術画廊

■竹内 三雄／芸術学部造形学科 彫刻
 『Sculpture by the Sea Bondi 2014』
 会期：10月23日（木）～11月9日（日）
 会場：Bondi N.S.W. AUSTRALIA
　　　オーストラリア・シドニー近郊、ボンダイビーチで開催される
　　　野外彫刻展
 会場URL：http//www.sculpturebythesea.com

■江村 耕市／芸術学部デザイン学科 映像
 『ニュイ・ブランシュ2014
　プロジェクション・マッピング』
 会期：10月4日（土）　日没後
 会場：京都国際マンガミュージアム
 会場URL：http://www.kyotomm.jp/

［編集後記］この夏は土砂災害など自然災害が多発し、広島をはじめ全国各地で多くの方が被害
にあわれました。被災された皆様に心からのお見舞いを申し上げます。幸い大学のある嵐山では、
昨年の台風の際の河川の氾濫のような事は起こりませんでしたが、本学でも災害に対する備えを
怠らないようにしなければならないと考えています。
　さて、今号では、教育研究活動の現状をお伝えするとともに「教学振興資金寄付のお願い」を
掲載させていただきました。更なる大学の発展のために、是非多くの皆様にご協力いただければ
幸いです。（入学広報グループ）

In format ion

京の美意識 スケジュール

四季をおりなす美しい景観に恵まれ、都として約12 0 0年にわたる歴史の時
を刻んできた京都の独特の知識や美意識について、毎回、各分野の第一線
で活躍されている講師をお招きして、ご講演いただいています（参加料無料）。
また、ご希望の方には過去の講演録を販売しています（一冊千円）。

※いずれの回も１４：２０～　有響館Ｇ４０１教室にて（参加無料）
　お申込み・お問い合わせは社会連携・研究支援グループまで。
　TEL.075 -864 -7898

聞いて見て嵯峨野

■第91回 10月25日（土）
石田 正夫  〈嵯峨野自治会連合会会長〉

寺院の荘厳具

■第92回 11月15日（土）
田平　潤  〈株式会社 田平製作所〉

百人一首の歌仙絵

■第93回 12月20日（土）
吉海 直人 〈同志社女子大学表象文化学部教授〉

附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」 スケジュール

■『Circulation 6』
期 間：10月7日（火）～１2日（日）

■『現代アート領域研究展示』
期 間：10月14日（火）～１8日（土）

■『造形学科油画三回生自主企画展』
期 間：10月20日（月）～26日（日）

■『客員教授 少女主義的水彩画家 たま作品展』
期 間：11月11日（火）～29日（土）

■『2014年度 短期大学部「絵本と絵画の作品展」』
期 間：12月9日（火）～14日（日）

■『第12回 SAGA ART JAM展』
期 間：12月17日（水）～22日（月）

■『京都・木と山の写真コンテスト（杣人工房、本学光画部）』
期 間：1月6日（火）～12日（月・祝）

■『イラストレーションC3 作品展示と意見交換３
　切実な絵2014』
期 間：11月5日（水）～9日（日）

■『2014年度 デザイン学科卒業制作
　プレゼンテーションテンジ』
期 間：12月3日（水）～6日（土）

※開館時間などは後日決定します。スケジュールは変更になる場合があります。

■『短期大学部アニメーション領域（２回生）前期課題作品展』
期 間：10月7日（火）～１0日（金）

■『ポートフォリオ展』
期 間：10月14日（火）～１7日（金）

■『大学院芸術応用プロジェクトＡ研究発表』
期 間：10月20日（月）～28日（火）

■『彫刻３回生展』
期 間：11月4日（火）～8日（土）

■『デザイン学科卒制学内展示』
期 間：12月2日（火）～9日（火）

■『彭筱蓉（ホーショーヨー）とその仲間たち展』
期 間：12月9日（火）～16日（火）

■『「Theatre ‒EgonSavinの劇空間-」
　Branko Brandajs展』
期 間：11月10日（月）～30日（日）

附属ギャラリー「アートスペース嵐」（遊意館1階2階・玄関ホール）スケジュール

※スケジュールは変更になる場合があります。

※スケジュールは変更になる場合があります。

附属博物館 スケジュール

■『第７回 先人達 泉地靖雄展』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

10月１日（水）～11月2日（日）
10：00～17：00
11月2日以外の日曜は休館

広報.50

大学関連行事予定
Oct.2014 ― Jan.2015

10月 5日（日）・・・・・・・・・・・・・・・・■オープンキャンパス

10月18日（土）・・・・・・・・・・・・・・・・■大学院入試（前期）

10月19日（日）・・・・・・・・・・・・・・・・■3年次編入学入試（前期）

　　　　　　　　　　　　　　　 　　■特別入試（前期）※海外帰国生・社会人・留学生

　　　　　　　　　　　　　　　 　　■ファミリー入試

　　　　　　　　　　　　　　　 　　■専攻科入試（前期）（短期大学部）

11月  1日（土）～11月2日（日）・・・・・・■嵐芸祭　

11月11日（火）・・・・・・・・・・・・・・・・■公募制推薦入試

12月14日（日）・・・・・・・・・・・・・・・・■自己推薦入試（前期）（短期大学部）

12月23日（火・祝）～1月4日（日）・・・・・■冬季休業

  1月  5日（月）・・・・・・・・・・・・・・・・■年始授業開始
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